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「境連」と東鯷人の住処
名古屋市 石田 泉城

１世紀に書かれた『漢書』と、５世紀に書かれた『後漢書』には、東鯷人について、次
とうていじん

のとおりほぼ同じ内容が簡潔に記されています。

●『漢書』地理志、呉地條には

會稽海外有東鯷人、分為二十餘國、以歲時來獻見云。 （中華書局版、1669頁）

会稽の海外に東鯷人有り、分かれて二十余国を為す。歳時を以て来り献見すと云う

●『後漢書』東夷列伝

會稽海外有東鯷人，分為二十餘國。 （中華書局版、2822頁）

会稽の海外に東鯷人有り、分かれて二十余国を為す。

また『漢書』燕地條には倭人のことも記されており、その記事は東鯷人の記事と対句の

ような構文で、よく似ています。

●『漢書』地理志、燕地條

樂浪海中有倭人，分為百餘國，以歲時來獻見云。 （中華書局版、1658頁）

楽浪の海中に倭人有り、分かれて百余国を為す。歳時を以て来り献見すと云う

『漢書』では、倭人については燕地條にあり、東鯷人については呉地條にあります。

燕地は北方で呉地は南方ですから、これからすると倭人と東鯷人との位置関係は、倭人

が北方で、東鯷人は南方に居るという関係です。

この倭人と東鯷人の相対的な位置関係が北と南であるという前提を踏まえた上で『翰苑』
かんえん

の「境連」に注目します。

『翰苑』は、唐の張楚金が著し、660年に成立しており、男爵西高辻家伝来品として太

宰府天満宮に残ったものです。30巻のうちの最後の第30巻目の蕃夷部には、馬韓・辰韓・

弁辰の三韓のほか、高麗、新羅、百済、倭国などが記されており、時代を跨がって過去に

存在した国々を総括的に記しています。

その『翰苑』蕃夷部三韓伝には、東鯷人について興味深い記事があります。

境連鯷壑地接鼇波 魏略曰韓在帶方南東西以海為限地方四千里一曰馬韓二曰辰韓三曰弁

韓辰韓古之辰國也馬韓在其西其人土著種植知蠶桑作綿布 鯷壑東鯷人居海中州鼇波俱在

海中也 南接倭人北鄰穢貊

鯷壑に境連し、地は鼇波に接す。
テイガク ゴ ウ ハ

魏略に曰く、韓は帶方の南に在り。東西は海を以て限りとなす。地方四千里。一に曰は
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く馬韓、二に曰はく辰韓、三に曰はく弁辰。辰韓は古の辰国なり。馬韓は其の西に在る。

其の人土著にして、稲を種え蚕桑を知り綿布を作る。鯷壑は東鯷人の居る海中の州なり。
テイガク

鼇波は俱に海中に有るなり。
ゴ ウ ハ

南は倭人に接し、北は穢貊を隣とす。

ここで重要であるのは、下線部で示したように、三韓の

境は、「鯷壑」に「境連」し、その「鯷壑」は海中の州で

す。その州に東鯷人が居るとあります。

この冒頭の「境連」の言葉の使い方について、古田武彦

以外の学者は、誰も検討もしていないようですし、理解も

されていないようです。

「境連」の言葉の使い方について、『翰苑』から他の事

例を示します。

「境連 鯷壑 地接 鼇波」と同じ「境連○○地接○○」

の書き方については、『翰苑』高麗伝に「境連 穢貊 地接

夫餘」（高句麗は穢貊に境連し、地は夫余に接する）の例

があります。

右上の地図のとおり、高句麗の南には、東沃沮があり、

そして、その南に穢貊があります。言い換えれば、高句麗

は、穢貊に直に接するのではなく、東沃沮に隔てられてい

ます。こうした位置関係の場合に「境連」の言葉が使用さ

れています。この言葉の意味を十分に認識して古代史を解

明すべきと思います。

この事例からわかるように、「境連」は、境界が接する

のではなく、別の国が間にあって離れている状況を表すと

きに使用されます。これは重要なポイントです。

したがって、「境連鯷壑」の意味するところは、三韓の

境は、倭に隔てられて「鯷壑」に連なっていることを表しています。つまり、東鯷人の住

む「鯷壑」は、倭人の住むところのさらに南にあると記されているのです。

文面を正しく把握すれば、「鯷壑」は、

倭の南に位置します。

先に示したように『漢書』地理志で

は、倭人は燕地條に記され、東鯷人は、

呉地條に記されており、燕地は北方で

呉地は南方ですから、倭人と東鯷人と

の居所は、倭人が北方で、東鯷人は南

方という関係です。これは、東鯷人の

居所が、倭人の南にあることを支持す

る重要なポイントで「境連」の用語か

らみた倭人と東鯷人の位置関係ともよ

く一致するものです。

以上を踏まえて東鯷人の在処につい

て、図上で概念を示せば右のとおり九

州の西海岸から奄美群島に至るところ

であると考えます。
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鯰信仰と東鯷人
名古屋市 石田 泉城

東鯷人の「鯷」の文字について、後漢時代の学者・許慎が記した紀元前120年頃の

『説文解字』に、「《註》鯷，大鮎，以其皮爲冠。」（鯷は大なまず、その皮は冠に為す）と
せ つ も ん か い じ

あり、「鯷」の文字はオオナマズを指し、その鯷の皮は冠に使われるとあります。

また、前漢の劉 向（紀元前77年～紀元前６年）が編纂した『戦國策』の趙策の記事に
リユウキヨウ

次のとおりあります。

黑齒雕題、鯷冠秫縫、大吳之國也

黒い歯（お歯黒）で入れ墨をし、鯷皮を用いた冠をかぶり、粗い縫い目の服を着るのは、

大吳の国なり。

ここで注目されるのは、呉の国の人は、鯷（大鯰）の皮で作った冠をしています。呉人
てい

は、まさに鯷の冠を被った鯷の人なのです。そして『漢書』地理志の「會稽海外有東鯷人」

を素直に読めば、会稽の海外に東鯷人がいることになります。

私は、古代の鯰信仰に関して種子島南部の広田遺跡で発見された弥生・古墳時代の特異

な人骨に注目します。広田遺跡人の人骨は、身長が極めて低く小柄であり、後頭部を扁平

（いわゆる絶壁頭）にする特異な習俗をもっていました。広田遺跡の人骨を調査した

金関丈夫によると、額の中央が丸く平たく、頭のふくらみがなくなっており、頭骨の周囲
か な せ き た け お

には浅い溝があることから、額に円板状のものをつけて鉢巻きのように締めて頭蓋骨を変

形させたとされます。また、九州大学の中橋孝博によれば、頭蓋骨の特徴では、低顔性（上

下に短く寸詰まり）が著しく、同様に低眼窩・広鼻傾向があり、鼻根部の陥凹は顕著とさ

れます。特に注目されるのは、脳頭蓋は板を当てたように後頭部が扁平に変形して過短頭

であり、何らかの人工変形が行われたと推定されています。広田遺跡の人々が訳も分から

ずに頭を扁平にするわけがありませんので、そこには強い目的意識があるはずです。なぜ、

広田遺跡人は、頭を扁平にする習俗を持っていたのでしょうか。

ご承知のとおり、鯰と言えば、河川や湖沼に生息する淡水魚で、扁平な頭が特徴的です。

東鯷人は、鯰に関わる名付がされており、それは、その外形や服装などの見た目が似て

いたり、鯰信仰があるからと考えられます。

ところが、細田博子の『鯰絵で民俗学』（里文出版、2016年）や『鯰考現学 その信仰

と伝承を求めて』（里文出版、2018年）など鯰信仰に関わる文献はあるものの、考古学者

は、誰も広田遺跡の人骨と東鯷人との関係性について言及されていないようです。

広田遺跡人の強度の低顔性（正面から見て横幅に比べ縦が短い）や短頭性（頭を上から

見た時の形が短い）などから、神の使いとしての扁平な頭を持つ鯰の姿に近づきたいとす

る強い願望があるのではないかと思われます。

そして、この鯰をトーテムとする鯰信仰の神社は、九州にいくつかあります。

阿蘇の国造神社には、鯰宮があり、健磐龍命による阿蘇開拓の際にカルデラ湖の水を流
こくぞうじんじや たけいわたつ

すまいと抵抗した大鯰が居たとする伝承があり、これは鯰の信仰をもっていた久米氏族な

ど阿蘇の古い民が服属する物語であるとされます。また、肥後から筑後にかけては、健磐

龍命を祀る阿蘇神社や鯰神社があり、やはり鯰が祀られています。有明海沿岸にも鯰を神

の使いとする與止日女を祀る神社が数多くあります。

東鯷人とは、鯷皮の冠をかぶった呉人が住む会稽の東の海外にいて、鯰を信仰する人々

を指し、具体的には、会稽の東にあたる九州西側や、種子島から奄美群島に至る南西諸島

が東鯷人の居住するところであると考えます。
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古代南九州と東鯷人
一宮市 畑田 寿一

紀元前５世紀頃、中国の呉と越の争いにより長江流域の民は四方に離散した。

西に逃れた者は長江上流域に逃れて苗族の祖先となり、北に移動した者は朝鮮半島南部

を経て日本の倭人となった。海を渡って東に逃れた者は南西諸島を経て九州に至った。こ

の説は現在では遺伝子レベルで証明がされている。

しかし、我が国の考古学において、南からやって来た集団については殆ど研究が進んで

いない。今回は「東シナ海と弥生文化（環太平洋文明叢書）2018安田喜憲、七田忠昭（編）」

を参考にさせていただき、後漢書などに記載されている「東鯷人」と古代南九州との関係

を眺めてみたい。

１ 中国書での東鯷人の記述

① 漢書 呉地「会稽海外、東鯷人有り。分かれて二十余国を為す。歳時を以って来り献

見すと云う。」

燕地「楽浪海中、倭人有り。分かれて百余国を為す。歳時を以って来り献見す

と云う。」

② 後漢書 「会稽の海外に東鯷人あり、分かれて二十余国となる。また夷州および澶

洲あり。・・人民は時に会稽の市にたる。」

③ 三国誌呉書「将軍衛温・諸葛直を遣わし、甲士万人を率いて海に浮び、夷州および澶

州を求む、澶州は海中にあり。」

④ 翰苑 「鯷壑に東鯷人あり、海中の州、鼇波は海中あり」

上記の記述が中国書での東鯷人に関する記述のほぼ全てである。

東鯷人の根拠地は種子島や済州島、大和に求める説や、ルソン島、インドネシア諸島に

求める説など多彩であるが、筆者は夷州を３世紀に沈瑩が著した『臨海水土異物志』の「夷

洲は臨海の東南にあり、郡を去ること二千里（短里150Km）。」に拠り、台湾とする説が妥

当と考え、澶州（たんしゅう）は沖縄から九州南部に亘る南西諸島と想定している。臨海

を現在の臨海市とする説も存在するが台湾は南にあり東南ではない。夷州を先島諸島とす

る案では距離が合わない。

230年、孫呉は夷州、澶州に軍を派遣した。目的は明確では無いが魏が同盟を結んだ倭

国が澶州にあるとみた呉が、自国との同盟を結ぼうとしたと思われる。しかし、派遣軍は

台湾人の反撃に会い澶州にたどり着けず、帰国後、衛温・諸葛直両名は投獄された。

古来中国では倭人集団の居住地を長江流域から朝鮮半島南部、日本の九州を含む区域と

考えていた。その内、朝鮮半島南部・九州に住む集団を倭人、南西諸島に住む集団を東鯷

人と呼んでいたと考えるのが最も素直であろう。

２ 海流からみた九州南部と長江流域との交流の可能性

南シナ海は南西諸島付近を黒潮（３ノット）が流れ、黒潮に引きまれるように西側は東

向きの流れ（1ノット）、東側は西向きの流れ（1ノット）が発生している。更に大陸沿岸

では沿岸に沿って北から南に沿岸流（0.5～1ノット）が存在するが、台湾海峡では北向き
の流れ（２ノット）が存在して沿岸流は行き止まりとなっている。

しかし、東シナ海の航海については上記の流れを無視した諸説が乱立しており、潮流を

加味した航海日数を試算すると次表のようになる。
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区 間 距離 航海に要

（Km） する日程

大陸～台湾 １００ １日

大陸～沖縄 ７００ ４日

台湾～沖縄 ８００ ４日

（石垣島経由)

沖縄～奄美大島 ２５０ ２日

奄美大島～九州南部 ３５０ ３日

五島列島～済州島 ２５０ ３日

済州島～上海 ５００ ４日

（注）帆船速度４ノットで昼夜兼行を想定

この試算に拠れば

① 大陸から沖縄に行くには石垣島経由の方が距離は伸びるが黒潮に乗れ、途中に島が

あるので安全であり、日程も大差が無い。

② 沖縄から台湾に直接向かうのは黒潮の関係から無理。島伝いに南下する方法は残さ

れている。

③ 沖縄から九州に向かうのは黒潮に乗れば短時間で着くが、間違うと太平洋に流され

るので、天候の見極めが大切。

④ 大陸に戻るには五島列島経由が最も安全であるが、遣唐使が奄美大島付近から直接

大陸に向かったとする説もある。不可能ではないが実現性には相当疑問がある。

上記の状況は中国書が記述する、「大陸から澶洲に行った者はほとんど居ない。しかし、

澶洲からは時々大陸に現れる者が居る。」を如実に表しており、航海の準備などを加える

と１周に３，４ヶ月を要したと思われる。

３ 南九州、奄美諸島における古代文明

南九州には北九州を中心とした現在の考古学では説明が難しい遺跡が多数残っている。

その内の特徴的な遺跡には次のものがある。

（１）上野原縄文遺跡

1986年に霧島市で9500年前（縄文早期）の遺跡が発見された。遺跡からは竪穴式住居52

棟、石蒸調理のための集積遺構が発見され、国内最古級の定住化集落であることが判明し

た。縄文時代は北高南低の文化と考えられてきたがこれを覆す発見であるとともに、従来、

弥生時代と考えられてきた「つぼ形土器」の出土により、土器編年の見直しを迫られる結

果となった。南西諸島には奄美大島の半川遺跡（１万１千年前）、徳之島の下原遺跡（１

万３千年前）が存在しており、南方からの移住は縄文前期まで遡ると思われる。

（２）穀璧

璧の内でも最高級品で王候クラスの持ち物とされる穀璧が南九州の志布志湾付近の串間

市から出土している。出土時期が1800年代のため詳細は不明であるが、この地に南越国に

ゆかりの王が存在していた可能性は高い。現在の考古学ではとても説明不能で紀元前２世

紀頃に朝鮮半島から流出したと考えられているが、他に事例が無く由来は謎とされている。

（３）奄美大島の母子人骨

島の北部の宇宿貝塚から壮年女性と新生児の人骨が発掘されている。

『宇宿町文化財報告23（出土人骨編）1997 』に拠ると、身長は145㎝程度で頭が小さく

平らべったい顔付きであったと推定されている。山口県の土井ヶ浜遺跡や佐賀県の二塚山

遺跡の人骨は長身で彫りの深い顔立ちであることから系列の違いが想定される。
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東鯷人の「鯷」は「なまず」を意味する言葉であることから、体付きの特徴を示してい

た可能性が高い。

４ 赤烏年紀呉鏡

現在、呉鏡は国内で２面存在が確認されている。

場 所 古墳構築時期 出土鏡

兵庫県 安倉古墳 ４世紀後半 赤烏七年（244年）年銘鏡

山梨県 鳥居原狐塚古墳 ５世紀？ 赤烏元年（238年）年銘鏡

いずれも呉との取引によりもたらされた物と考えられており、日本の三角縁神獣鏡など

に憧憬が深い元中国社会科学院の王仲殊氏は、澶洲の人が会稽の市で買い求めた物として

いるが想像の域を出ない。

239年は卑弥呼が魏に使者を送った年にあたり、この当時に渡来したとすれば呉とも交

流があったことになる。

５ まとめ

（１）松野連系図の信憑性

松野連婦系図は現在では国会図書館の諸系図の内に記載されている系図が閲覧可能であ

る。そこには呉王夫差から始まり、雄略天皇に比定されている「武」から22代の系図が描

かれている。「武」を宋書が示す478年とし、1代を15～20年とすると９世紀前半までが記

載されていることになり、鎌倉時代以降に編纂されたことが分かる。当時は各豪族が競っ

て系図を作成した時代であり、当時の系図には相当疑問点が多いことから、この系図も全

面的に採用は出来ない。しかし、倭の五王は論外としても前述の遺跡などから卑弥呼付近

の部分については史実が含まれている可能性が高い。

（２）鬼界カルデラの噴火

7,300年前、桜島の北部の鬼界カルデラが大噴火をおこし、上野原縄文遺跡を消滅させ
るともに九州南部は住むには適さない土地になった。

しかし、紀元前10世紀頃には南西諸島からの移住者もあり徐々に開けたが、ここでは九

州北部と違った文化が花開いた。４世紀に入ると九州北部との交流も盛んになり、東部の

西都原、志布志湾付近が栄える。その後、九州北部の勢力に押され気味になり、8世紀に

国司が置かれることにより九州全体は統一されることになる。

最近の学説に拠ると、稲作はインドネシア付近で始まり長江付近から照葉樹林帯に沿っ

て伝播した。伝播には紀元前５世紀頃の呉越戦争以降の中国での騒乱が深く関係している。

この中で、南西諸島には大陸からの避難民が移り住み独自の文化を形成した。位置的に大

陸から直接渡るには危険が多すぎ、南西諸島付近の黒潮と大陸沿岸の沿岸流をうまく使っ

て交易をおこなっていたと思われる。

壬申紀の誇張・改変から見えてくること
東海市 大島 秀雄

１ まえがき

『日本書紀』の壬申の乱は史実の誇張・改変がされているとの意見が『日本古代の豪族

と渡来人』（加藤謙吉著、雄山閣、2018年）にあり、そこから見えて来ることが他にもあ

ると思われるので、それを探ります。
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２ 壬申期の誇張・改変について

前掲書に所収の「『日本書紀』と壬申の乱－壬申紀の述作者をめぐって－」の論考の中

で、『日本書紀』（以下、書紀という）の誇張・改変についての概要は次のとおりです。

（１）誇張・改変箇所

多臣品治の「将軍」は文飾と見て間違いない。

また、田辺小隅の奇襲戦法や、合言葉を利用しての田中臣足摩侶（足麻呂）の脱出など

壬申紀のこの条は物語的な構成から成り、その分、造作が加えられた形跡が濃厚であるが、

これらはいずれも多臣品治の武功を際立たせる上に重要な効果を果たしているとみられる。

（２）理由

壬申紀の述作者である太安万侶の父が多臣品治であり、父の武功を顕彰する意図があっ

たと思われる。

（３）背景

壬申の乱の「大義」が、一貫して大海人皇子の側にあることを説くのが述作者に課せら

れた最大の課題であり、それさえクリア―すれば、個々の戦闘に関する記述については、

ある程度まで独自の意思による取捨選択が許容されていたと推察される。

３ 多臣のその他の記述では

書紀の綏靖天皇の即位前紀では多臣の始祖である神八井耳命が弟の神渟名川耳尊に皇位

を勧め、自分は神々のお祀りを受け持とうという話を載せていますが、前掲書で加藤氏は

多（太）氏の本拠は愛知県一宮市大和町於保にある太神社の地で、後に中央に進出し、大

和国十市郡飫富郷に定住した氏族と考えておられ、もしそうであるならば、多臣が皇統に

連なるとした書紀のこの記事も太安万侶の加筆ではないでしょうか。

４ 尾張氏の場合は

上記２項では多氏と壬申紀の関係を見てきたが、『新修名古屋市史』第一巻（1997年3月、

以下、市史と称す。）によれば、尾張氏は古くより天皇家と通婚を繰り返している氏族で

あるかに見えるが、確かなものは継体天皇の后となった目子媛だけで、その他はいずれも

事実と認められるものではないとして、書紀の中では次の例をあげています。

①孝昭天皇の皇后・世襲足媛、②日本武尊の妻・宮簀媛、③崇神天皇の妃・大海媛

このように断言している理由として、市史では尾張氏の大和葛城地方発祥説は確実な史

料によったものではなく、尾張発祥の豪族とみる方が自然であろうとし、詳細な検討内容

を載せています。

さらに市史では書紀などの改変の背景として、目子媛の通婚と２皇子の即位（安閑・宣

化）といった事実を核として、尾張氏側で創作し、「帝紀」にはめ込んだ婚姻伝承である

可能性が大きいとしているが、筆者は壬申の乱の功臣に尾張宿禰大隅と尾張連馬身がいる

ことから、太安万侶の書紀の改変・誇張に対して尾張氏もいわゆる欠史八代の孝昭天皇な

どの比較的自由度の高い記載箇所で便乗して改変したのではないかと思っています。

なお、尾張氏の場合、『先代旧事本紀』尾張氏系譜の中で大臣として天皇に仕えたとす

る次のような記事を載せていますが、市史では地方豪族出身の尾張氏が大臣であったとは

信じ難いとしています。

①４世瀛津世襲が孝昭朝の大連（「天皇本紀」では大臣）、②７世武諸隅も孝昭朝の大臣
お き つ よ そ

③13世尻綱根（尻調根か）が応神朝の大臣、④14世の意乎已が仁徳朝の大臣
しりつき ね お お い

５ 阿曇氏の場合は

書紀の持統五年条には大三輪氏をはじめ18氏に対してその先祖の慕記を提出するよう詔

しているが、その中に阿曇氏が見え、また書紀の応神三年条には阿曇連の先祖大浜宿禰が
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各地の漁民の騒ぎを平定したので漁民の統率者になったとか、履中元年条には阿曇連浜子

と配下の漁師が仲皇子と共に反逆し、浜子を死罪としたが、「大恩」があるので代わりに

額に墨を入れる刑に処したとあり、特に先祖を飾るような記述はみられないが、「大恩」

があるとはどういうことでしょうか。

天武朝の阿曇連稲敷が書紀の編纂事業につながる 「帝紀」や「上古諸事」の「記定」

作業にかかわっていることから、阿曇連稲敷が書紀に加えさせたのはこの「大恩」という

言葉で、これは書紀に阿曇連らは古代国家の航海の神であった住吉大神の兄弟神的な扱い

である底津少童命・中津少童命・表津少童命を祀っていると記載させたのと合わせて、北

部九州や朝鮮半島への進出の功臣の後裔として満足する記載内容であると考えることは可

能かもしれません。

阿曇氏の本拠地については、『古代阿曇氏小考』（日本常民文化紀要(31)、篠川賢、2016

年）では、阿曇氏はもともと淡路島を含んだ大阪湾沿岸地域の海人（海の民）を広く掌握

していた一族とみられるとし、北部九州出身説には否定的です。

また、『筑前国風土記』逸文（『釈日本紀』所収）には阿曇氏の先祖である大浜・小浜は

気長足姫尊（神功皇后）に従って志賀島に来たというものであり、この島の人物であった

とは語られていなく、阿曇磯良信仰と阿曇連氏の結びつきについても古代にまで遡らせる

ことはできないとの楢崎干城氏の意見に賛同されています。

『東海の古代』第239号の「的氏の出身地について」では、筆者は仁徳紀の砥田宿爾を

瀬戸内海の水軍系統の氏族と想定した訳ですが、阿曇氏も瀬戸内海の同様な氏族と考えた

方が妥当ではないかと思います。

６ まとめ

太安万侶が壬申の乱の功臣の後裔という立場を利用して書紀の誇張・改変に係わったの

ではないかとする話から、尾張氏も功臣の後裔の立場を利用して書紀の改変に係わったの

ではないかと推測してみました。

また、阿曇氏についても同様な記事はないものかと探った結果、天皇家に対して阿曇氏

が「大恩」がある一族だと認めさせた例から、この「大恩」とはヤマト王権の北部九州や

朝鮮半島への進出の功臣であるとの推測が成り立つのではないかと想像してみました。

前回の例会の内容

■ 祢軍墓誌からみる白村江の戦い以後の日本
一宮市 畑田寿一

７世紀後半には百済難民が日本に流入し
政治に影響を与えたとの前提で歴史認識の
見直しが必要であると考える。

■ 「祢軍墓誌」を読む
名古屋市 石田泉城

「夲」と「本」は別字であり「日本」の
国名に「夲」の字が使われた事例は、日中
の史料に皆無であり祢軍墓誌の「夲餘噍」
は百済の残存勢力を意味すると考える。

■ 祢軍墓誌の解釈とその後の展開を巡って
東海市 大島秀雄

簡帝を日本の東の支配者とする解釈は疑
問であり、また唐が筑紫を占領したという
説も疑問である。

■ 古代日本の位置（所在地）
瀬戸市 林 伸禧

中国史書の方位と「海中之島」から古代
日本は『後漢書』の「倭奴國」が発展した
国と考える。

年会費の納入

■ 年会費の納入について
１ 年 会 費 5,000円(会報誌等送料込み)
２ 納入期限 2021年５月16日(例会予定日)

３ 振 込 先

・金融機関 ： ゆうちょ銀行
・名称 ： 古田史学の会・東海
・店名 ： 二一八 ・店番 ： ２１８
・口座 ： 普通 １２９９３９５

例会の予定

■ 例会の予定
１ 日時 ５月16日(日)13時半～(第５集会室)
２ 場所 名古屋市市政資料館

■ 来月以降の例会 ６／20、7／18

会員の投稿について

■ 会報誌への投稿（編集担当：石田）
furutashigaku_tokai@yahoo.co.jp

■ 投稿締切り日 ５月28日(金)


